おわりに
現在のグラジオラス品種に関わった重要な原種は、春咲き系統では地中海沿岸に分布するものでなく、南アフリカのケープタウンおよびその西側に分布するものであったし、夏咲き系統では南アフリカ東南部（ナタ－ル地方）や熱帯アフリカのものであった。19世紀前半-中頃までは春咲き原種同志の交雑による春咲き系統が多く作出された。本格的な夏咲き系統は1841年に成立したG.×Gandvensisであり、ナタール地方に分布し夏咲き同志のG.psittacinus　(syn.G.natalensis)とG.oppositiflorusとの交雑でできた。これや、これらから派生する系統に、1902年に熱帯アフリカのビクトリア瀑布付近で発見されて成長が早く色彩が豊かなG.primulinusが交雑され、現代の大輪・小輪のグラジオラスに発展した。
[bookmark: _GoBack]ところで現在、春咲き系統として流通しているもの中に、G.×Harald‘Comet’のように夏咲きに近い品種もあり、これは交雑親の夏咲きのG.×Childsiiの血が濃く入ったものと思われる。実際、夏咲き・春咲きグラジオラスは、形態的・生態的・生理的に見ると連続して分布していて、各系統や品種の交雑親・原種の性質が深く関係し（細木、2010）、遺伝子分析の結果からも同様なことが言える。
なお原種の内容説明は、外国・日本の図鑑や書籍でほぼ同じであったが、品種や系統の成立年代については、文献により数年から10年程度開きがあった。これは交雑された年、実生が得られた年、初開花の年や展覧会で発表された年などの違いによる。こうした成立年の疑問は4-5点の古い文献を読むだけでなく、最近のネットのアーカイブス文献情報（例えばアメリカのコーネル大学のグラジオラス研究家A.C.Beal教授の1916年のGladiolus study-１の論文）を検索しないと分からない。また日本では1950-60年代に活躍し、古いヨーロッパのグラジオラス系統を知っている園芸研究家の石井勇義氏や塚本洋太郎博士、最近では今西英雄博士の文献にグラジオラスの育成経過が書かれていて、本報告でも大いに参考になった。また外国ではGaritty, J. B.（1975）やOhri D, Khoshoo TN.（1983）のグラジオラス育種過程を記した論文が役立った。さらに日本へのグラジオラスの渡来については、慶応大学の磯野直秀教授の「明治前園芸植物渡来年表」（2007）や「新渡花葉図譜」幕末渡来植物の一資料（2007）などが参考になった。こうした諸先生方の研究業績に感謝の意を表します。
まとめ
1 春咲きグラジオラス原種は、冬季に雨が多い地中海沿岸や南アフリカケ－プとその西部に分布し、乾燥する夏季は休眠する。夏咲きグラジオラス原種は、春から夏に雨が多い南アフリカ東南部から熱帯アフリカを経てアビシニアや小アジアまで分布し、秋冬季に休眠する。
2 最も多くの原種は、南アフリカケ－プとその西部に生育していて、染色体は2n=30である。南アフリカ東南部から熱帯アフリカに生育する原種数は中間で、染色体は2n=60、90。地中海沿岸の原種数はもっとも少ないが、染色体は2n=60、90、120以上と高次。
3 ギリシャ・ローマ時代は、地中海沿岸諸国の牧場や穀物畑にグラジオラスの野生種が生育していてコ－ンフラッグと呼ばれ、17世紀まではこれらがヨーロッパの庭園で栽培されていた。
4 17世紀初頭のオランダの東インド会社の活動とともに、18世紀から多数の南アフリカ産の春咲きの原種がヨーロッパに入り、19世紀初頭にはこれら原種同志の交雑育種が始まった。また多くの夏咲きの原種は19-20世紀にヨーロッパに入り、交雑育種が始まった。
5 英国のJ.Colvilleiは、春咲き同志のG.tristis var.concolor とG.cardinalisと交雑してコルビリ系グラジオラス系統を1823年に作出して、現在も栽培されている。この頃、ラモサス系やインシグニス交雑系統もオランダや英国で作出された。
6 オランダのTubergen 苗生産会社は、19-20世紀にかけて同じく春咲きで花弁に斑紋が入るナヌス交雑系統を作出した。さらに同社はこの系統に夏咲き交雑系のG.×Childsiiを掛けてG.×Herald系統を作出し、その後このG.×Herald系統にG.tristis var.concolorを交雑してG.×Tubergenii系統がきている。
7 本格的な夏咲きグラジオラス系統G.×Gandavennsisが、19世紀前半にベルギーで夏咲き原種同志のG.psittacinus とG.oppsitiflorusとの交雑により生まれた。
8 G.×Gandavensisの血を引く優れた夏咲き系統が19世紀に多数できた。英国ではG.×Brenchleyensis、フランスではSouchet’s gladiolus hybrids、G.×Nanceianus、G.×Lemoine、Lemoine blue butterfly gladiolus(青系統の祖)系統やG.×Massiliensis である。さらに英国でG.×Kelwayができた。
9 19世紀後半の印象派の画家ゴッホやルノアールなどはG.×Gandavensis系グラジオラスの切り花の絵を描いていたと思われる。
10 ドイツでもG.×Gandavensisを用いた交雑でG.×Leichtlinii雑種が19世紀後半に生まれ、これがアメリカで改良されて19世紀末にG.×Childsii系統となり、20世紀以後のアメリカグラジオラスの育種親となった。この系統の血を引くG.×Princepsが20世紀初頭に発表され、アマリリス型グラジオラスに発展した。
11 さらなる夏咲きグラジオラスの発展につながる重要な原種G.primulinusが、熱帯アフリカのビクトリア瀑布近くで1902年に発見された。これは生育が早く木子から１年で開花し、交雑すると多彩な花色を生んだので、G.×Gandavensisの血を引く系統と20世紀前半に交雑され、大輪系と小輪系に分かれて現在のグラジオラス群に発展した。
12 英国では、春咲きG×Nanusと夏咲きのG.primulinus 系品種を交雑し、さらに戻し交雑して早咲きで露地越冬する耐寒性強いPeacock gladiolusが20世紀前半に作出された。
13 アメリカでは20世紀前半に花弁にフリルが入るKunderdii系統が作出されたし、カナダではG.primulinusが関係しないRufmins 系グラジオラスが20世紀中頃にでき、これらは戦後にPixiola系小型小輪品種群として現在も販売されている。
14 オランダではG.×NanusとG.×Colvilleiが交雑されてButterfly gladiolus品種群が戦後にでき、これにG.×Nanusが交雑されてCoronado　gladiolusができた。
15 芳香グラジオラスに関して、ケープ地方に分布するHomoglossum watosonia やG.tristis、東アフリカに分布するAcidanthera　murielaeが、従来品種と交雑されて、Homoglad、Purbeck hybridsや×Gladanthera芳香品種群が20世紀前半から後半にできた。
16 アメリカグラジオラス協会が20世紀始めに設立されて現在も活動している。
17 グラジオラスは、江戸の幕末（天保年間）に日本に渡来してレリイナルキスと呼ばれ、「百花培養考」に生態、実生法、栽培法が書かれた。
18 明治初年にはグラジオラスは、唐菖蒲または阿蘭陀アヤメと呼ばれ、実生育種が北海道で行われ、切花が明治20年代から東京で販売された。また輸入グラジオラスではG.×GandavensisやG.×Nanceianusが「内外球根植物培養全書」に掲載された。
19 明治末から大正にかけて横浜苗木などが、欧米のグラジオラス球根の輸入に力を入れ、グラジオラスは昭和になってから一般に普及した。
20 戦後、日本グラジオラスクラブが設立され、外国品種の紹介や日本の新品種の作出・発表がなされ、個人の育種家も活躍した。茨木県では昭和30年代半ばから海外への球根輸出が始まり、平成に入りグラジオラスの球根の生産面で本県がリードしている。
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